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市
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会
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長

　

こ
の
４
月
よ
り
、
米
沢
市
教
育
委
員
会
教
育
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
土
屋
宏
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私
は
、
今
か
ら
40
年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

学
生
時
代
４
年
間
、
東
京
興
譲
館
寮
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
入
寮
の
面
接
の
時
、

４
年
生
の
寮
長
か
ら
「
門
限
は
夜
の
12
時
で
す
。」
と
の
話
が
あ
り
、「
も
し
12
時
を
過

ぎ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。」
と
尋
ね
る
と
、「
翌
日
の
12
時
ま
で
帰
っ
て
く
れ

ば
よ
い
。」
と
、
真
面
目
な
顔
つ
き
で
返
事
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
し
っ
か
り
責
任
を
持
っ
た
生
き
方
を
し
な
さ
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
４
年
間
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
充
実

し
た
寮
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
米
は
米
沢
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
古
米
で

し
た
が
、
朝
晩
の
食
事
の
ご
飯
は
食
べ
放
題
で
し
た
。
新
聞
も
数
日
遅
れ
で
地
元
紙
を

読
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
か
ら
の
寮
生
へ
の
温
か
な
配
慮
で
し
た
。
寮

か
ら
吉
祥
寺
の
井
の
頭
公
園
ま
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
し
た
り
、
京
王
線
の
仙
川
駅
か

ら
寮
ま
で
花
笠
踊
り
を
し
た
り
、
寮
の
お
ば
さ
ん
も
誘
っ
て
み
ん
な
で
一
泊
旅
行
に
出

か
け
た
り
と
、
楽
し
い
思
い
出
も
一
杯
で
す
。
当
時
の
仲
間
と
は
今
で
も
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
。
米
沢
に
戻
っ
て
就
職
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
内
地
留
学
で
国
立

政
策
研
究
所
で
研
修
す
る
た
め
に
、
寮
に
泊
ま
っ
て
お
ら
れ
た
田
畑
實
先
生
と
の
出
会

い
で
し
た
。
米
沢
の
教
育
や
教
員
と
し
て
の
や
り
が
い
、
人
と
し
て
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
お
酒
と
共
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
、
こ
れ
か
ら
の
米
沢
の
教
育
を
考
え
る
と
き
、
人
口
減
少
を
迎
え
る
社
会
に
お
い

て
持
続
可
能
な
米
沢
の
担
い
手
を
ど
の
よ
う
に
し
て
育
て
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大

き
な
課
題
で
す
。
米
沢
の
教
育
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
米
沢
で
就
職
し
た
り
、
将

来
米
沢
に
戻
っ
て
き
て
仕
事
を
し
た
り
し
て
、
こ
の
米
沢
で
活
躍
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
故
郷
で
あ
る
米
沢
に
思
い
を
持
ち
な
が
ら
他
県
や
世
界
で
活

躍
し
て
い
く
生
き
方
を
す
る
子
も
い
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
こ
に
い
て
も
米

沢
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
人
に
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
分

の
住
む
地
域
や
学
校
が
、
そ
し
て
米
沢
が
大
好
き
だ
と
言
え
る
子
ど
も
に
育
て
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
国
連
が
実
現
を
目
指
す
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
地
球
規
模
で
考
え
な
が
ら
も
、
具
体
的
に
は
、
自
分
の

足
元
か
ら
行
動
を
起
こ
す
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
に
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

土つ
ち

　
屋や

　 

　  

宏ひ
ろ
し

　令和２年度の公益社団法人米沢有為会の表彰伝達式が７月２日（木）午後２時から伝国の杜
第２小会議室で行われました。表彰式は例年定時総会後に行われるのですが、今年は新型コロ
ナウィルス禍の影響により、定時総会が６月27日（土）に書面による議決権行使の方式で開催
されたため、この日の表彰伝達式となったものです。
　今年度は１個人に産業功労賞、６個人に特別賞が贈られました（詳細は次頁のとおり）。
＜支部総会＞　昨年度から定時総会当日の午前中に行われることになりましたが、今年はコロ
ナ禍のため総会を開催することができず、会員594名に議案書と議決権行使書を郵送し、賛否
を問うことになりました。その結果、参加者197名から議決権行使書が寄せられ、①令和元年
度庶務報告②同決算報告③令和２年度事業計画（案）及び予算（案）④我妻榮記念館の事業報告
及び決算報告並びに事業計画（案）及び予算（案）の４案共に圧倒的多数で承認されました。

令和２年度 表彰伝達式令和２年度 表彰伝達式　産業功労者に吉野徹氏　産業功労者に吉野徹氏
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持
続
可
能
な
米
沢
の
担
い
手
を
育
て
た
い

持
続
可
能
な
米
沢
の
担
い
手
を
育
て
た
い



　

今
年
度
は
１
個
人
に
産
業
功
労

賞
、
６
個
人
に
特
別
賞
（
優
秀
賞
２

名
、
奨
励
賞
４
名
）
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
平
日
の
た
め
表
彰
伝

達
式
へ
の
受
賞
者
の
出
席
は
産
業
功

労
者
の
吉
野
徹
氏
の
み
と
な
り
、
６

名
の
小
中
高
生
は
出
席
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
な
お
、
学
校
・
学
年
は
令
和
元
年

度
の
も
の
で
す
。）

　

伝
達
式
で
は
ま
ず
中
川
勝
米
沢
支

部
長
か
ら
吉
野
氏
に
産
業
功
労
賞
が

伝
達
さ
れ
た
後
、
お
祝
い
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、「
米
沢
栄
養
大
学
の
開

学
や
道
の
駅
米
沢
の
開
業
な
ど
米
沢

市
の
重
要
課
題
が
解
決
、
完
成
し
た

（
個
人
）

▼
吉よ
し
の野　

徹と
お
る

氏

　

平
成
元
年
９
月
、
米
沢
商
工
会
議

所
議
員
就
任
。
平
成
10
年
９
月
、
常

議
員
就
任
。
平
成
16
年
11
月
か
ら
３

期
９
年
間
、
副
会
頭
就
任
。
平
成
25

年
11
月
会
頭
に
就
任
（
２
期
６
年

間
）。
米
沢
商
工
会
議
所
の
運
営
及

び
地
域
経
済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
。
会
頭
退
任
後
は
、
常
任
顧

問
と
し
て
、
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

会
頭
就
任
後
は
、
商
工
会
議
所
事

業
の
根
幹
で
あ
る
会
員
事
業
所
の
経

営
力
向
上
に
主
眼
を
お
き
、
山
形
県

で
は
第
一
号
の
認
定
と
な
っ
た
「
経

営
発
達
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
会

員
事
業
所
の
経
営
課
題
解
決
に
向
け

て
伴
走
型
支
援
を
強
化
し
た
。

  
地
域
振
興
に
お
い
て
は
、
米
沢
栄

養
大
学
の
開
学
、
長
年
の
悲
願
で

あ
っ
た
東
北
中
央
自
動
車
道
米
沢
北

Ｉ
Ｃ
～
大
笹
生
Ｉ
Ｃ
間
の
開
通
、
道

の
駅
よ
ね
ざ
わ
の
開
業
な
ど
、
当
地

域
の
発
展
に
資
す
る
課
題
に
長
年
に

わ
た
り
取
り
組
み
、
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
し
た
。
ま
た
、
米
沢
市
の
委

託
事
業
「
人
材
確
保
・
定
着
促
進
事

業
」
で
は
新
卒
者
の
就
職
マ
ッ
チ
ン

グ
か
ら
人
材
育
成
・
定
着
ま
で
一
貫

し
た
支
援
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、
無

〈
優
秀
賞
〉（
個
人
）

▼
紺こ
ん
の野　

稜り
ょ
う
ま真
さ
ん

　
　
（
白
鷹
町
白
鷹
中
学
校
３
年
）

【
陸
上
】　

第
46
回
全
日
本
中
学
校
陸

上
選
手
権
大
会　

共
通
男
子
四
種
競

技　

優
勝

　

第
46
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
選
手

権
大
会　

共
通
男
子
１
１
０
ｍ
Ｈ　

準
優
勝

〈
奨
励
賞
〉（
個
人
）

▼
菊き
く
ち地　

哲さ
と
し

さ
ん

　
　
（
九
里
学
園
高
等
学
校
３
年
）

【
ス
キ
ー
】　

２
０
１
９-

２
０
２
０

年
度
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
が
主

催
す
る
日
本
代
表
（
カ
テ
ゴ
リ-

「
Ｕ-

20
」）
に
選
出

　

将
来
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
代
表
候
補

　

令
和
２
年
２
月
18
日
国
民
体
育
大

会
ク
ロ
ス
カ
ン
ロ
リ
ー
競
技
少
年
男

子
の
部　

第
２
位

〈
優
秀
賞
〉（
個
人
）

▼
小お
が
し
わ柏　

蒼そ
う
た太
さ
ん

　
　
（
米
沢
市
立
北
部
小
学
校
５
年
）

【
感
想
文
】　

令
和
元
年
度
第
14
回

し
ょ
う
ゆ
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
最

優
秀
賞
」
受
賞

〈
奨
励
賞
〉（
個
人
）

▼
青あ
お
き木　

舞ま
い
か桂
さ
ん

　
　
（
米
沢
市
立
北
部
小
学
校
３
年
）

【
作
文
】　

令
和
元
年
度
第
44
回
「
ご

は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」
作
文
・
図

画
コ
ン
ク
ー
ル「
文
部
科
学
大
臣
賞
」

受
賞 特

別
表
彰

特
別
表
彰    

文
化
活
動

文
化
活
動

時
期
に
、
会
頭
と
し
て
先
頭
に
立
っ

て
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ん
と
共
に
運

動
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
」
と
氏
の

功
績
を
称
え
ま
し
た
。

▼
設し
た
ら樂　

奏そ
う
だ
い大
さ
ん

　
（
米
沢
市
立
六
郷
小
学
校
３
年
）

　

平
成
31
年
３
月
24
日
第
13
回
全
国

小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
小
学

２
年
生
男
子　

２
位

　

令
和
元
年
度
特
別
顕
彰
ス
ポ
ー
ツ

奨
励
賞
受
賞

▼
関せ
き
か
わ川　

結ゆ
い
と斗

さ
ん

　
（
長
井
市
立
長
井
北
中
学
校
３
年
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
第
30
回
都
道
府

県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
団
体
第
３
位
、
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位

料
職
業
紹
介
事
業
（
厚
生
労
働
大
臣

認
可
）
を
開
始
し
、
地
域
産
業
の
活

力
維
持
・
向
上
に
努
め
た
。
ま
た
、

商
店
街
活
性
化
策
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

や
広
域
連
携
を
軸
と
し
た
観
光
振
興

策
、
有
機
Ｅ
Ｌ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど

に
お
い
て
地
域
の
活
力
強
化
に
取
り

組
ん
だ
。

　

こ
れ
を
受
け
て
吉
野
氏
が
挨
拶
に

立
ち
、「
30
数
年
間
商
工
会
議
所
の

仕
事
に
携
わ
る
中
で
、
長
年
に
わ
た

る
先
輩
た
ち
の
運
動
の
集
大
成
、
結

実
す
る
時
期
に
会
頭
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
皆
様
の
協
力
の
下
で
会

員
事
業
所
へ
の
支
援
や
財
務
の
健
全

化
、
職
員
の
意
識
改
革
な
ど
の
目
標

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

− 2 −

令和₂年₉月１日 第　41　号
米沢有為会米沢支部だより

産
業
功
労
者

産
業
功
労
者

７
個
人
を
表
彰

７
個
人
を
表
彰

特
別
表
彰

特
別
表
彰  

ス
ポ
ー
ツ
活
動

ス
ポ
ー
ツ
活
動



項　　目 本年度予算額
①

前年度予算額
②

比較増減
①−② 摘　　　要

繰越金 1,193,253 1,193,245 8 前年度からの繰越金
会　費 2,020,000 2,041,000 △ 21,000 正会員               @ 7,000× 80人＝  560,000

賛助会員（個人） @ 3,000×300人＝  900,000
賛助会員（法人） @10,000× 56人＝  560,000

諸収入 747 755 △ 8 預金利子等
〔収入合計〕 3,214,000 3,235,000 △ 21,000

項　　目 予算額
①

決算額
②

比較増減
②−① 摘　　　要

繰越金 1,193,245 1,193,245 0
会　費 1,941,000 1,892,000 △ 49,000 正会員            　@ 7,000× 72人＝  504,000

賛助会員（個人）@ 3,000×276人＝ 828,000
賛助会員（法人） @10,000× 56人＝  560,000

諸収入 755 8 △ 747 預金利子
〔収入合計〕 3,135,000 3,085,253 △ 49,747

項　　目 本年度予算額
①

前年度予算額
②

比較増減
①−② 摘　　　要

１ 本部費 1,020,000 1,028,000 △ 8,000 会費− ( 事業費 + 管理費 )

２ 事業費 370,000 363,000 7,000

講演会・交流会費 150,000 139,000 11,000 講師謝礼及び案内印刷、郵送料等

支部だより費 220,000 224,000 △ 4,000 支部だより発行 ( ２回 ) 印刷、送料

３ 管理費 630,000 650,000 △ 20,000

事務費 180,000 180,000 0 常務理事報酬

会議費 10,000 10,000 0 会議室借上料等

総会費 50,000 40,000 10,000 総会案内・資料印刷等

通信運搬費 140,000 100,000 40,000 理事会案内・会報・会誌等送料等

印刷費 100,000 140,000 △ 40,000 案内葉書、封筒印刷等

諸手数料 70,000 70,000 0 郵便振替手数料（会費振込分）等

消耗什器備品費 30,000 40,000 △ 10,000 各種消耗品代等

交通費 10,000 20,000 △ 10,000 各支部等交流旅費等

諸雑費 40,000 50,000 △ 10,000 商工会議所会費、ラジオＣＭ放送代等

４ 学生寮支援費 200,000 0 200,000

５ 予備費 200,000 400,000 △ 200,000

６ 次期繰越金 794,000 794,000 0

〔支出合計〕 3,214,000 3,235,000 △ 21,000

項　　目 予算額
①

決算額
②

比較増減
②−① 摘　　　要

１ 本部費 928,000 835,677 △ 92,323 会費− ( 事業費 + 管理費 )

２ 事業費 363,000 446,536 83,536

講演会・交流会費 139,000 218,602 79,602 講師謝礼、案内印刷、はがき代等

支部だより費 224,000 227,934 3,934 支部だより発行（2 回）印刷、送料

３ 管理費 650,000 609,787 △ 40,213

事務費 180,000 180,000 0 常務理事報酬

会議費 10,000 0 △ 10,000 会議室借上げ料

総会費 40,000 76,950 36,950 総会案内・資料印刷、会場使用料

通信運搬費 100,000 110,012 10,012 理事会案内、会誌等送料代

印刷費 140,000 122,825 △ 17,175 案内はがき、封筒印刷代

諸手数料 70,000 71,461 1,461 郵便振替手数料（会費振込分）等

消耗什器備品費 40,000 14,039 △ 25,961 各種消耗品代等

交通費 20,000 0 △ 20,000 各支部交流旅費代

諸雑費 50,000 34,500 △ 15,500 商工会議所会費・ラジオ CM 放送代

４ 予備費 400,000 0 △ 400,000

５ 次期繰越金 794,000 1,193,253 399,253 次年度繰越金
〔支出合計〕 3,135,000 3,085,253 △ 49,747

〔収入の部〕

〔収入の部〕

〔支出の部〕

〔支出の部〕

自　令和２年４月１日
至　令和３年３月31日

自　平成31年４月１日
至　令和₂年３月31日

令和元年度　決　算

令和２年度　予　算
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編
集
後
記

★
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
社
会
経
済
活
動

が
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
理
事
会
も
定
時
総
会
も

支
部
総
会
も
書
面
会
議
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
・
仙
台
興
譲
館
寮
で
も
予
防
対
策
が
取
ら

れ
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
、
カ
ッ
プ
麺
な
ど
が
差

入
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
お
互
い
予
防
対
策

を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。（
手
）

　

我
妻
榮
記
念
館
名
誉
館
長
の
我
妻
堯
（
わ

が
つ
ま
た
か
し
）
氏
が
５
月
15
日
㈮
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、我
妻
榮
氏
の
ご
子
息
（
二
男
）
で
、

東
京
大
学
助
教
授
や
国
立
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
の
産
婦
人
科
医
長
、
国
際
医
療
協
力
部

の
初
代
部
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
我
妻
榮
記
念
館
で
は
平
成
４
年
の
発
足

当
時
か
ら
名
誉
館
長
を
務
め
ら
れ
、
ご
出
身

は
東
京
（
石
神
井
）
な
が
ら
、
お
父
様
の
故

郷
で
あ
る
米
沢
を
何
度
も
訪
れ
、
地
元
の
人

た
ち
と
親
交
を
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

米
沢
有
為
会
と
し
て
長
年
お
世
話
に
な

り
、
多
々
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
８
日
当
会
を
代
表
し
て
大
滝

則
忠
会
長
と
矢
尾
板
操
館
長
が
、
氏
の
ご
自

宅
を
訪
問
し
て
「
お
悔
や
み
の
こ
と
ば
」
を
捧

げ
、
ご
仏
前
に
お
参
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
10
月
の
支
部
講
演
会
と
会
員
交
流
芋

煮
会
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

我
妻
榮
記
念
館
名
誉
館
長
　
　
　

　
我
妻
堯
氏
ご
逝
去
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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令和₂年₉月１日 第　41　号
米沢有為会米沢支部だより

「東京興譲館」寮 「仙台興譲館」寮

資　　　格

東京及び東京近郊の大学、短大、専門
学校及び大学院の在学生、又は入学予
定者（男子のみ）で次のいずれかの者
　（1）置賜地域３市５町の在住者また
　　　は出身者の子弟
　（2）有為会会員１名以上の推薦を受
　　　けた者

仙台市内及び仙台近郊の大学、短大、専
門学校及び大学院の在学生、又は入学
予定者（男子のみ）で次のいずれかの者
　（1）置賜地域３市５町の在住者また
　　　は出身者の子弟
　（2）有為会会員１名以上の推薦を受
　　　けた者

寮費（月額） （２食付光熱費含）
　50,000円程度

（２食付光熱費含）
夏季：42,000 円程度
冬期：44,000 円程度

募 集 人 員 ６名程度（定員 24名） 10名程度（定員 15名）

面 接 選 考 １月〜３月に４回実施予定 １月〜３月に４回実施予定

面 接 場 所 東京興譲館、米沢 仙台興譲館、米沢

置賜３市５町の在住者・出身者のお子さんを対象に募集しています。置賜３市５町の在住者・出身者のお子さんを対象に募集しています。

★★寮生募集寮生募集（令和3年4月入寮生）（令和3年4月入寮生）＜予定＞＜予定＞

★奨学生募集★奨学生募集（令和3年4月採用奨学生）（令和3年4月採用奨学生）
奨学金制度の概要 当会の奨学金は 3 種類あります。いずれも無利息

種　類 名　称 募 集 対 象 者 定員 貸費額等

Ⅰ型（貸費） 女子向け住居費補助
奨学金

大学・大学院への女子進学者
で自宅外通学の者

2名 月 2万円貸費

Ⅱ型（減免） 地元若者定着奨学金 大学・大学院卒業後 3年以上
継続して置賜に居住、県内に
就業見込みの者

2名 月 4 万円貸費、
うち 2万円減免

Ⅲ型（貸費） 一般貸費奨学金 大学・大学院進学者 2名 月 4万円貸費

◆応募締め切り　　令和２年10月30日（金）
◆面 接 選 考 日　　令和２年11月７ 日（土）午後１時
　（現在の奨学生の出身高校：東北高、興譲館高、長井高、九里学園高、米沢中央高、山形東高、米沢東高） 

＊募集の詳細は公益社団法人米沢有為会ホームページを是非ご覧ください。
　http://www.yonezawa-yuuikai.org/（最新情報はCTRL＋F₅で更新してください）

※今回は暫定的なもので、正式には10月下旬に募集要項、ホームページに掲載します。


